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１．  概要 

土木工事の情報化施工を可能にする建設機械として、マシンガイダンス/マシンコント

ロール(以下 MG/MC）機能を有する ICT 建機が種々の工事で導入されている。本工事では、

模擬堰堤の掘削（掘削高 3.5m,約 30 ㎡,5 ㎥）に使用する油圧ショベルについて、従来の３

DMC 機に加えチルトローテータ機能を有する機種を併用し、施工性の比較検証を実施した。 

チルトローテータは、バケットの水平 360°回転に加え左右 45°の傾斜機能を有してお

り、従来の 3 次元設計情報によるバケットの正対方向のみの制御を、バケットを傾斜およ

び回転させることにより広範囲での制御を可能とするものである。この機能を用いて、運

転技術の習熟度に頼らない生産性の向上を検証した。（図-1）

２．施工動作と時間の比較 

施工動作の比較は、掘削作業のうち MC 機能をフル活用する設計断面付近の荒切り掘削

ならびに仕上げ掘削（法面整形）に絞ったものとして、その方法と所要時間とした。また、

掘削作業は山間地の GNSS 電波受信が難しい場所での作業も多いため、追尾型トータルステ

ーション測量（以後 TS）で位置認証を行い、その所要時間も比較した。 

図-1 チルトローテータ機能による施工動作の特徴（３DMC 油圧ショベル） 

図-2 施工方法の比較（３DMC ⇔ ﾁﾙﾄ MC） 
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表-1 施工動作時間の集計結果 

 

３．結果と考察 

①  運転手が同一者で掘削面積も同程度の場合,純粋なバケット引動作には差が出ない. 

②  チルトローテータ機能の有無でバケットの斜め引きの可否があり,縦引きのみの標準

機はバケット幅ごとの機体移動を要し,相当の TS 位置認証が必要となる. 

③  山間部等の GNSS 受信困難地域では, TS 位置認証の少ないチルト機が施工時間短縮. 

④  両機種の市場普及率は,チルト機が低く運転経験者が少ないため,施工スピードや操

作指導に時間を要する. 

これらを踏まえ緊急を要する災害復旧等には,更なる施工方法の工夫や改善が望まれる。 

 

改善案） 

・1 回の MC 施工範囲が広いため、法面に近接し 

た位置取りで計画的に移動回数を減らして 

施工する。 

・法面整形のバケット引き延長を長くとる。 

・法尻整形は、バケットの横引きで仕上げる。 

図-3 施工動作の分析フロー 

図-4 動画編集と動作時間の集計(ﾁﾙﾄ MC 機) 

 <動画編集ソフト：Wondershare Filmora> 

図-5 施工方法の改善（案）  
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